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議案（決算認定について）
第　４号　一般会計
第　５号　国民健康保険特別会計
第　６号　介護保険特別会計
第　７号　後期高齢者医療特別会計
第　８号　公共下水道事業特別会計
第　９号　前口簡易水道事業特別会計
第１０号　水道事業会計
第１１号　温泉温水供給事業会計
第１２号　千客万来事業会計

総務費
22億 714 万円

37%

商工費
6億 7,723 万円

11%

衛生費
4億 6,883 万円

8%

教育費 3億 3,942 万円 6%

公債費
4億 3,237 万円 7%

消防費 1億 7,990 万円 3%

議会費 7,369 万円 1%

その他 1,621 万円 0.3%

民生費
10億 1,305 万円

17%

土木費
5億 9,956 万円

10%

4億 6,883 万円

5億 9,956 万円

一般会計
60億 739万円
一般会計
60億 739万円

一般会計
60億 379 万円 64%

国民健康保険
7億 2,105 万円 8%

介護保険
5億 6,827 万円 6%

公共下水道事業
11 億 6,677 万円 12%

温泉温水供給事業 
4 億 1,302 万円 4%

千客万来事業 1億 9,864 万円 2%

水道事業 1億 7,541 万円 2%
後期高齢者医療 1億 1,510 万円 1%

前口簡易水道事業413 万円　0.04%

決算総額
93億 6,977万円
決算総額
93億 6,977万円

決算の認定とは？

決算は、４月～翌年３月までの
１年間（＝会計年度）の予算と実
績を対比して作成されます。
　会計管理者は会計年度ごとに決
算書を作り、出納閉鎖後３カ月以
内に町長へ提出しなければなりま
せん。提出された決算書は、監査
委員による審査を経て、最終的に
議会の承認を得ることで認定とな
ります。

自治体にはいくつかの会計があ
り、会計ごとにお財布が分かれて
います。
　このうち「一般会計」のお財布
からは、福祉・教育・消防・道路
事業など、住民の暮らしに直結す
る幅広い事業を行うためのお金が
支出されます。
　草津町には一般会計のほか全部
で９つの会計があります。これら
の会計の決算は、それぞれ個別に
議会の承認を得る必要があるの
で、議案も９つに分かれることに
なります。

一般会計とは？

第 8 回　9 月定例会第 8 回　9 月定例会
令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  令和3年度  決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定決算を認定

※企業会計（水道事業・温泉温水事業・千客万来事業）は収益的支出の額

※その他・・・農林水産業費・労働費
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滞
納
問
題
に
つ
い
て
は
、
例

年
並
み
に
落
ち
着
い
た
。
ま

た
、
不
納
欠
損
処
分
は
、
前
年

度
に
比
べ
45.8
％
と
大
幅
に
減
額

と
な
っ
た
。

　

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
加
味
し

た
緊
縮
型
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
」
で
町
民
生
活
に
密
接
し

た
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
町
民
に
対
す

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
速
い
ス
ピ

ー
ド
で
実
施
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
給
食
費
の
完
全

無
料
化
や
中
学
生
の
制
服
購
入

補
助
、
就
学
補
助
金
な
ど
を

継
続
し
て
行
っ
て
お
り
子
育
て

環
境
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い

る
。

　

歳
出
の
主
要
事
業
の
他
は
、

概
ね
前
年
と
同
様
に
推
移
し
て

お
り
、
全
体
的
に
は
経
費
の
節

減
が
認
め
ら
れ
た
。

　

国
保
加
入
者
数
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
へ
の
移
行
及
び
社
会

保
険
の
適
用
拡
大
に
よ
り
年
々

減
少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え

て
前
年
度
の
コ
ロ
ナ
拡
大
の
影

響
に
よ
り
賦
課
額
が
下
が
り
、

徴
収
率
も
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　

医
療
費
は
、
2
年
度
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
と
思
わ
れ
る
受
診
控
え
の

た
め
大
幅
減
と
な
っ
た
が
、
3

年
度
は
4
％
の
微
増
。
滞
納
額

及
び
不
納
欠
損
部
分
は
、
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
徴
収
率

は
伸
び
悩
ん
で
お
り
更
な
る
収

納
対
策
の
強
化
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
今

年
度
初
め
て
40
％
を
超
え
た
。

　

要
介
護
認
定
者
数
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
推
移
。
要
支
援
及
び

要
介
護
１
の
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

数
は
若
干
減
少
し
て
お
り
、
在

宅
系
給
付
費
が
伸
び
て
い
る
。

　

滞
納
額
は
上
昇
傾
向
で
、
未

納
者
に
対
し
て
は
将
来
的
に
サ

ー
ビ
ス
の
給
付
制
限
が
あ
る
こ

と
を
周
知
徹
底
し
、
更
な
る
未

納
者
の
発
生
の
防
止
と
未
納
金

の
解
消
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費
に

つ
い
て
も
102.

7
％
と
微
増
。

保
険
給
付
費
の
増
加
に
よ
る
法

定
負
担
額
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は

高
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

滞
納
額
は
、
高
額
保
険
料
者

が
滞
納
と
な
り
滞
納
額
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
。
各
種
健
診
の

受
診
率
の
向
上
を
図
り
、
健
全

な
運
営
に
向
け
一
層
の
努
力
を

願
い
た
い
。

　

今
年
度
は
、
歳
入
歳
出
と
も

に
前
年
を
大
き
く
上
回
る
決
算

数
値
と
な
っ
た
が
、
実
収
納
額

に
あ
っ
て
は
減
少
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
う
入
込
客
数

の
減
に
よ
る
水
道
等
使
用
量
の

減
少
で
あ
り
、
汚
泥
処
分
の
量

も
減
少
し
た
た
め
、
歳
出
で
は

薬
品
費
も
減
少
し
た
。

　

滞
納
額
に
つ
い
て
は
、
解
消

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
も

事
業
費
を
確
保
す
る
た
め
滞
納

の
解
消
を
願
う
と
と
も
に
、
令

和
5
年
度
公
営
企
業
会
計
へ
の

移
行
作
業
に
万
全
を
期
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

昨
年
度
実
施
し
た
固
定
資
産

台
帳
整
備
が
ひ
と
段
落
し
、
平

年
並
み
の
歳
入
歳
出
額
に
落
ち

着
い
た
。
水
量
水
質
の
安
全
供

給
の
維
持
に
努
め
、
企
業
会
計

移
行
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

　

有
収
水
量
、
事
業
収
益
と
も

に
横
ば
い
に
終
わ
り
回
復
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

収
支
に
お
い
て
は
、
営
業
損

失
が
発
生
し
た
昨
年
度
に
比
べ

て
営
業
利
益
・
経
常
利
益
と
も

に
確
保
し
、
純
利
益
も
前
年
対

比
134.

49
％
と
な
っ
た
。
良
質

な
水
道
水
の
安
全
供
給
と
安
定

的
事
業
を
継
続
す
る
た
め
一
層

努
力
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

今
年
度
の
事
業
収
益
は
温
泉

給
湯
事
業
、
温
水
給
湯
事
業
と

も
に
収
益
が
微
増
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
度
緊
急
事

態
経
済
対
策
と
し
て
使
用
料
の

支
払
い
猶
予
を
期
限
付
き
で

行
い
未
収
金
が
発
生
し
た
が
、

当
年
度
減
少
。
施
設
設
備
の
修

繕
、
更
新
整
備
を
実
施
し
、
安

定
し
た
温
泉
温
水
の
供
給
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
会
計
の
所
管
施
設
は
、
指

定
管
理
者
の
経
営
基
盤
の
安
定

が
不
可
欠
な
会
計
で
あ
る
。

　

昨
年
度
、
経
営
破
綻
の
危
機

に
陥
っ
た
指
定
管
理
者
に
対

し
、
当
該
会
計
よ
り
資
本
性
借

入
金
に
よ
る
長
期
貸
付
を
行
っ

た
中
で
、
今
年
度
は
、
売
上
で

129.

74
％
ま
で
回
復
し
た
。
今

後
も
健
全
経
営
の
維
持
及
び
財

源
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

切
に
希
望
す
る
。

令和 3 年度 決算審査意見一　

般　

会　

計　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

前
口
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

千
客
万
来
事
業
会
計

温
泉
温
水
供
給
事
業
会
計

水　

道　

事　

業　

会　

計　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

宮崎　公雄
監査委員

浅香　勝
代表監査委員

浅香　勝宮崎　公雄
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令
和
3
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
影
響

を
受
け
て
い
る
が
、
総
合
的
に

予
想
を
超
え
た
良
好
な
結
果
が

得
ら
れ
た
印
象
。

　

町
税
が
１
４
４
７
万
円
の
減

少
と
あ
っ
た
が
、
一
般
会
計
の

歳
入
合
計
は
16
億
４
４
５
万
円

と
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
、
基

金
も
７
億
６
千
万
の
増
加
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
方
交
付

税
、
草
津
よ
い
と
こ
元
気
基
金

寄
付
金
等
が
増
加
し
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

　

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
コ
ロ
ナ
対

策
の
実
施
に
よ
る
安
心
安
全
な

受
け
入
れ
態
勢
の
確
立
、
草
津

町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
と
財
政

努
力
の
結
果
が
こ
の
よ
う
な
危

機
を
乗
り
越
え
て
き
た
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

町
長
は
じ
め
行
政
、
民
間
の
諸

機
関
の
方
々
に
感
謝
す
る
。

　

本
年
度
は
草
津
観
光
公
社
の

天
狗
山
ブ
ラ
ン
コ
、
温
泉
門
の

構
築
と
駐
車
場
、
そ
の
周
辺

の
街
づ
く
り
整
備
、
さ
ら
に
は

天
狗
山
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
の
設

置
等
新
た
な
開
発
が
期
待
さ
れ

る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と

並
行
し
て
尽
力
し
て
頂
く
よ
う

お
願
い
す
る
。

　

町
税
の
不
納
欠
損
が
前
年
比

60
％
マ
イ
ナ
ス
と
大
幅
に
減
っ

て
い
る
。
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

と
思
う
が
、
こ
の
結
果
の
大
き

な
要
因
は
？

町
長

　

一
般
会
計
に
お
け
る
町
税
の

不
納
欠
損
に
つ
い
て
は
、
地
方

税
法
上
の
滞
納
処
分
の
執
行
停

止
に
よ
り
徴
収
権
が
消
滅
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

昨
年
度
は
、
長
期
滞
納
案
件

の
再
調
査
に
よ
る
換
価
価
値
財

産
無
し
と
さ
れ
た
案
件
の
即
時

欠
損
が
多
か
っ
た
た
め
、
前
年

対
比
で
約
60
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
財
産
調
査
等
の
進
捗

状
況
に
よ
っ
て
は
、
不
納
欠
損

額
が
各
年
度
で
増
減
す
る
場
合

が
あ
り
、
必
ず
し
も
減
少
す
る

も
の
と
は
限
ら
な
い
の
で
ご
了

承
願
い
た
い
。

　

固
定
資
産
税
の
免
除
の
補
填

は
ど
の
く
ら
い
の
割
合
で
で
き

た
の
か
、
ま
た
支
払
い
猶
予
の

回
収
は
ど
の
く
ら
い
の
割
合
な

の
か
、
他
会
計
の
分
も
含
め
て

伺
い
た
い
。

町
長

　

令
和
3
年
度
に
限
定
的
に
実

施
さ
れ
た
「
中
小
事
業
者
等
に

対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
措

置
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
特
例
措
置
の
適
用
に
よ
る
減

収
分
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
地
方
税
減
収
補

填
特
別
交
付
金
」
と
し
て
、
令

和
3
年
度
末
に
全
額
受
領
済
み
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
度
に
実
施

さ
れ
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
徴
収
猶
予
特

例
」
に
よ
り
、
令
和
3
年
度
滞

納
繰
越
分
と
し
て
計
上
さ
れ
た

も
の
は
76.

5
％
収
納
と
な
っ

て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
に
お
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
場
合
に

つ
い
て
、
減
免
要
綱
を
制
定
し

て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
は
、
令
和
3
年
度
の
減
免

実
績
は
8
件
で
、
金
額

127
万
５

千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
徴

収
猶
予
で
は
な
く
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険

者
等
に
係
る
介
護
保
険
料
の
減

免
」
に
よ
り
、
9
万
９
千
円
を

減
免
。

　

上
水
道
、
水
道
、
温
泉
・
温

水
３
会
計
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
度
末
で
の
猶
予
額
が
３
会

計
で
12
件
、
３
９
７
４
万
９
千

円
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
猶
予

の
返
済
期
間
は
一
年
間
だ
が
、

分
割
返
済
に
応
じ
た
た
め
、
令

和
3
年
度
末
で
の
猶
予
額
は
、

758
万
６
千
円
で
回
収
率
は
8

割
。
令
和
4
年
8
月
末
時
点
で

は
、

186
万
円
と
な
り
、
9
月
末

ま
で
に
は
完
納
の
予
定
。

　

町
税
の
マ
イ
ナ
ス
は
具
体
的

に
ど
の
部
分
が
マ
イ
ナ
ス
に
な

っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

町
長

　

令
和
2
年
1
月
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
内
初

確
認
後
、
同
年
4
月
か
ら
５
月

ま
で
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
行

動
制
限
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
同
年
の
個
人
所
得
、

企
業
利
益
が
減
少
し
令
和
3
年

度
の
町
民
税
に
影
響
し
た
。

　

町
税
に
関
し
て
、
派
遣
労
働

者
な
ど
の
短
期
勤
務
者
は
住
所

移
転
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
と
思
わ
れ
る
が
、
対
策
は
あ

る
の
か
、
ま
た
検
討
す
る
考
え

は
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

町
長

　

個
人
町
民
税
に
お
い
て
は
、

本
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録

さ
れ
て
い
な
い
者
が
、
本
町
に

居
住
実
態
が
あ
る
場
合
に
は
、

地
方
税
法
第

294
条
第
3
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
る
者
と
み
な

し
て
課
税
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
。

中 澤 広 夫 議 員

町
税
の
不
納
欠
損
額
の
減
少

固
定
資
産
税
の
免
除
の

補
填
と
支
払
い
猶
予
の
回
収

令和3年度　決算総括質問令和3年度　決算総括質問

町
税
の
マ
イ
ナ
ス

派
遣
労
働
者
な
ど
の
短
期

勤
務
者
の
住
所
移
転
対
策
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事
業
者
か
ら
の
給
与
支
払
報

告
書
の
提
出
に
基
づ
き
居
住
実

態
を
把
握
し
た
う
え
で
、
居
住

地
で
あ
る
当
町
に
お
い
て
課
税

す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
住
所

移
転
し
て
い
な
い
方
へ
の
課
税

に
つ
い
て
は
、
現
行
法
に
お
い

て
対
応
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　

在
宅
給
付
費
が
伸
び
て
い
る

よ
う
だ
が
、
65
歳
以
上
の
高
齢

化
率
は
40
％
を
超
え
、
認
知
症

や
歩
行
困
難
な
方
な
ど
、
高

齢
化
に
伴
う
行
政
の
対
応
は
増

加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
よ
り
拡
充
し
わ
か
り
や
す
く

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
検

討
し
て
は
？

町
長

　

令
和
3
年
度
の
介
護
保
険
給

付
費
に
お
い
て
、
訪
問
介
護
は

前
年
度
比
で
約
25
％
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
は
約
44
％
の
伸
び
と
な

っ
た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
理

学
療
法
士
に
よ
る
在
宅
介
護

は
、
自
宅
で
可
能
な
限
り
過
ご

す
た
め
に
理
想
的
な
介
護
保
険

の
利
用
と
考
え
る
。

　

草
津
町
の
高
齢
化
率
は
令
和

４
年
度
に
入
り
40
％
を
超
え
て

い
る
。　

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住

民
の
心
身
の
健
康
の
保
持
及
び

生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な

援
助
を
行
い
、
そ
の
保
険
医
療

の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包

括
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
介

護
保
険
法
で
規
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
に
っ
こ
り
健

診
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
認
知
症

家
族
の
会
や
相
談
会
を
定
期
的

に
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
困
り
ご
と
相
談
等
に

随
時
対
応
し
、
広
報
誌
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
記
事
を

掲
載
す
る
等
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。

　

今
後
も
、
現
行
の
保
険
料
を

維
持
す
る
た
め
に
、
業
務
の
効

率
化
と
効
果
的
か
つ
適
切
な
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

高
額
医
療
者
の
滞
納
が
増
加

し
て
い
る
が
、
回
収
の
見
込
み

は
？
ま
た
今
後
も
高
額
医
療
費

は
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
る

が
、
対
策
の
検
討
は
？

町
長

　

令
和
3
年
度
は
、
所
得
の
あ

る
方
が
滞
納
と
な
り
、
滞
納
額

の
増
加
と
な
っ
た
が
、
9
月
中

に
完
済
予
定
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
滞
納
者
に

は
、
電
話
催
告
、
訪
問
催
告
を

行
い
分
納
し
て
い
た
だ
く
な
ど

し
て
、
令
和
3
年
度
の
滞
納
繰

越
額
は
約

260
万
円
の
24.

7

％
、
金
額
で
約
64
万
円
が
既
に

収
納
。

　

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
更
に

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

高
額
療
養
費
も
連
動
し
て
増
加

が
予
測
さ
れ
る
。

　

今
後
も
各
種
健
診
の
受
診
率

の
向
上
を
図
り
、
健
全
な
運
営

に
向
け
一
層
の
努
力
を
行
っ
て

ま
い
り
た
い
。

　

令
和
3
年
度
は
７
億
６
１
６

７
万
円
と
大
き
な
財
源
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し

は
？
ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
継

続
に
対
し
て
変
化
は
あ
る
か
？

町
長

　

草
津
町
に
お
け
る
ふ
る
さ
と

納
税
は
感
謝
券
が
返
礼
品
と
い

う
効
率
の
良
さ
が
他
市
町
村
と

差
を
付
け
て
い
る
要
因
で
あ
る

と
分
析
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
の
決
算
額
は
約

７
億
６
千
万
円
あ
り
、
今
年
度

も
前
年
比

115
％
の
率
で
推
移
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
を

上
回
る
見
込
み
。

　

令
和
４
年
度
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
、
そ
し
て
草
津
よ
い
と
こ

元
気
基
金
を
活
用
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
寄
附
や
福
祉
や
教
育

へ
の
活
用
、
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ

の
整
備
資
金
な
ど
へ
の
活
用
を

図
り
、
今
後
も
全
国
の
方
々
か

ら
応
援
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

　

燃
料
、
原
材
料
、
製
品
の
値

上
げ
、
電
子
機
器
の
部
品
調
達

の
遅
れ
等
の
厳
し
い
社
会
情
勢

の
中
、
ど
の
様
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

町
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
町
民
生

活
、
事
業
所
の
経
営
な
ど
で
大

き
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
１
万
円
の
負
担

で
２
万
円
分
の
商
品
券
を
購
入

で
き
る
「
生
活
商
品
券
事
業
」

を
展
開
し
、
冬
期
ま
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
。
こ
の
ほ
か

高
齢
者
へ
の
弁
当
配
食
事
業

や
、
子
育
て
世
代
に
は
、
高
校

生
就
学
費
補
助
な
ど
、
独
自
の

支
援
策
を
継
続
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
で
は
、
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
の
有
効
活
用
を
行
う
な
ど
、

側
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
。

　

ま
た
、
温
泉
門
事
業
、
天
狗

山
の
整
備
事
業
等
を
進
め
、
活

性
化
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い

り
た
い
。
特
に
、
建
設
、
工
事

関
係
の
物
品
や
材
料
の
調
達
に

関
し
て
は
、
情
報
を
慎
重
に
把

握
し
進
め
る
。
ま
た
、
18
歳
ま

で
の
医
療
費
無
料
化
を
新
年
度

（
令
和
５
年
４
月
）
か
ら
実
施

す
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

令和3年度　決算総括質問令和3年度　決算総括質問

物
価
の
高
騰
に
お
け
る

　
　
　

社
会
情
勢
へ
の
対
応

後
期
高
齢
者

　
　

医
療
保
険
料
の
滞
納

ふ

る

さ

と

納

税
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主　な　内　容　（歳出）

財政調整基金積立金 1 億 4,000 万円

一般管理費において条例改正業務委託料
や、企画費において、草津町行政指針の改
定業務委託等

699.6 万円

温泉門配湯施設関連の設計業務委託 193.6 万円

防災服の購入経費や防犯カメラの更新費用 809.5 万円

協

定

の

締

結

令

和

4

年

度

補

正

予

算

○
議
案
第
16
号　

総8 

8

• 

8

民8

一
般
会
計
補
正
予
算(

第
６
次)

【補
正
額
】１
億
９
２
１
４
万
２

千
円

【総　

額
】58
億
７
１
０
２
万
円

○
議
案
第
17
号　

民8 

88

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
次)

【補
正
額
】　 　
　

101
万
６
千
円

【総　

額
】9
億
１
９
１
８
万
円

【内　

容
】総
務
管
理
費
、
一
般

行
政
経
費
16
万
５
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

傷
病
手
当
金
１
千
円

諸
支
出
金
、
保
険
税
過
誤
納
還

付
金
85
万
円

○
議
案
第
21
号　

民8 

8

建
設
工
事
事
業
委
託
に
関
す
る

協
定
の
締
結

【
協
定
の
対
象
】
R
４
年
度
草

津
町
下
水
処
理
場
第
二
期
建
設

工
事
事
業
委
託
に
関
す
る
協
定

【
協
定
金
額
】

　
　
　
　

６
億
２
２
０
０
万
円

【
協
定
の
相
手
方
】

日
本
下
水
道
事
業
団

　
　
　

理
事
長　

森
岡　

泰
裕

【
協
定
の
方
法
】
随
意
契
約

○
議
案
第
18
号　

民8 

8

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算(

第
１
次
）

【補
正
額
】な
し

【総　

額
】3
億
６
７
７
７
万
円

○
議
案
第
19
号　

温8 

88

温
泉
温
水
供
給
事
業
会
計

　
　
　
　

補
正
予
算
（
第
２
次)

【補
正
額
】　 　
　

457
万
４
千
円

【総　

額
】4
億
５
８
０
５
万
１

千
円

【内　

容
】旅
費
5
万
円
、
修
繕

費
400
万
円
、
賃
借
料
35
万
8
千

円
、
委
託
料
16
万
6
千
円

○
議
案
第
20
号　

総8 

88

千
客
万
来
事
業
会
計

　
　
　
　

補
正
予
算
（
第
4
次)

〇
報
告
第
１
号　
　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
等
の
報
告

　

す
べ
て
の
財
政
指
標
が
基
準
内

で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

議案はそれぞれの担当委員会で
詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されました。

総8 …  総務観光常任委員会 
民 … 8 民教土木常任委員会　

温8  …  温泉温水対策特別委員会

9 月 定 例 会9 月 定 例 会

報　
　
　
　

告

補正額 補正後額

営業外
収　入

200 万 6 千円 3 億 1968 万 4 千円

営業費
支　出

55 万 7 千円 1 億 9822 万 7 千円

主　な　内　容　（歳出）

土
木
費

人事異動に伴い下水道施設整備費の人件費として － 486 万 8 千円

下水処理場再構築事業、各種設計委託として +  200 万円

建設・改良工事として － 200 万円

維持管理費・維持管理事業人件費１名減員として － 371 万 4 千円

処理場維持管理事業、委託料として + 541 万 4 千円

　  予備費として + 316 万 8 千円
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人　
　
　
　

事

発
議
︵
議
員
提
案
︶

〇
報
告
第
２
号　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
会
社
に
か

か
る
決
算
報
告

　

草
津
観
光
公
社
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
白
根
草
津
パ
ー
ク
ラ

ン
ド
、
に
し
あ
が
つ
ま
福
祉

会
、
ザ
ス
パ
の
決
算
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

〇
議
案
第
13
号　

総8　
　
　

職
員
の
育
児
休
暇
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

国
が
人
事
院
規
則
の
改
正
に

よ
っ
て
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児

等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の
た

め
、
育
児
休
業
の
取
得
回
数
制

限
の
緩
和
等
を
実
施
す
る
こ
と

か
ら
、
草
津
町
に
お
い
て
も
同

様
の
条
例
改
正
を
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
14
号　

総8

草
津
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

国
に
よ
る
地
方
公
務
員
等
共

済
組
合
法
の
改
正
に
伴
い
、
新

た
に
共
済
組
合
員
に
な
る
非
常

勤
職
員
に
対
し
て
、
福
祉
事
業

に
関
す
る
貯
金
の
積
立
金
及
び

貸
付
け
に
係
る
償
還
金
に
つ
い

て
、
給
与
か
ら
控
除
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

〇
議
案
第
15
号　

総8

草
津
温
泉
熱
乃
湯
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
　

温
泉
文
化
の
伝
承
を
踏
ま

え
、
伝
統
芸
能
及
び
文
化
の
振

興
に
寄
与
す
る
た
め
、
施
設
の

安
定
的
な
管
理
運
営
と
観
光
に

関
す
る
情
報
提
供
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
熱
乃
湯
の
使

用
料
を
改
定
し
ま
し
た
。

〇
議
案
第
1
号　
　

草
津
町
監
査
委
員
の
選
任
に
関

す
る
同
意

･
浅
香

勝
さ
ん
（
再
任
）

〇
議
案
第
2
号　
　

草
津
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
関
す
る
同

意・
宮
﨑　

潤
さ
ん
（
再
任
）

〇
議
案
第
3
号　
　

草
津
町
教
育
委
員
の
任
命
に
関

す
る
同
意

・
小
林　

美
穂
さ
ん
（
再
任
）

〇
発
議
第
１
号　
　

草
津
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

草
津
町
議
会
議
員
定
数
条
例

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し

ま
し
た
。

　

本
則
中
﹁
12
人
﹂
を
﹁
11

人
﹂
に
改
め
る
。
次
回
の
任
期

（
令
和
５
年
４
月
）
か
ら
適

用
。

区　　分 おとな こども

湯もみと踊りの公演観覧料
一般 800 円 400 円
町民 400 円 200 円

湯もみ体験 500 円

区　　分 おとな こども

入館のみ
一般 600 円 300 円
町民 300 円 150 円

湯もみ体験 250 円

◆改正後（条例上の上限額）

◆改正前

件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 結果

石古根地区国道の道路改良に
関する陳情書

国道２９２号（西部消防署～本白根農場前バス停）
のカーブで交通事故が多発している。このカーブに
ついて、どのように改良したらよいか調査を含め、
関係機関に働きかけながら事故のない安心で快適な
道路にしてほしい。

草津町
山本　和久

民教土木
常任委員会 採択

地方自治法第 117 条の除斥（退
席）該当は「議事」においてで
あって、「一般質問」には全く該
当しないことを確認し、草津町
議会も法律が通用する所である
ことを証明するよう求める請願

地方自治法は 117 条の除斥について規定しているが、
それは「議事」であって一般質問には該当しないと
ころ、本年６月定例議会において黒岩 卓議長（当時）
と黒岩信忠町長は議員の職務・責務である一般質問
を封じようとした。日本国が法治国家であることを
認めるのであれば、草津町においても「議会は法律
が通用する所である」ことを証明されたい。

千葉県
増田　都子

紹介議員：中澤　康治
議会運営
委員会 不採択

旧泉南荘跡地の６階建て建
築計画に対し反対を求める
請願書

今般、（株）ニューコーポレーションが旧泉南
荘跡地に６階建ての建築物の建設を予定してい
る。これは、景観まちづくり協定、ガイドライ
ンに違反するものであり、大規模行為に該当す
る建築行為である。行政から協定の遵守を指導
することを強く求め、更に景観審議会による意
見聴取を強く要望する。

草津町
内堀　将照他１７名

紹介議員：市川　祥史
　　　　　　宮崎　公雄
　　　　　　中澤　広夫
　　　　　　小林　純一

総務観光
常任委員会 不採択

請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果
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民
教
土
木
常
任
委
員
会

︻
議
案
第
15
号

草
津
温
泉
熱
乃
湯
の
設
置
及  

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
︼

︻
議
案
第
16
号

R
４
年
度
草
津
町

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
︵
第
6
次
︶︼

︻
議
案
第
20
号

R
４
年
度
草
津
町

　
　

千
客
万
来
事
業
会
計

　
　
　

補
正
予
算︵
第
4
次
︶︼

Ｑ　

貸
切
り
使
用
料
と
利
用
料

の
違
い
は
。

A

現
在
の
条
例
表
記
で
は
、
使

用
料
、
利
用
料
と
バ
ラ
つ
い
た
表

記
で
あ
る
。
改
正
時
に
使
用
料
と

し
、
統
一
す
る
事
に
し
た
。

Ｑ　

貸
切
で
利
用
し
て
い
る
数

は
。

A

温
泉
ら
く
ご
が
利
用
し
て

い
る
。

Ｑ　

温
泉
門
の
設
計
変
更
と
あ

る
が
、
内
容
説
明
を
。

A

歩
行
者
用
の
Ｂ
Ｏ
Ｘ
カ
ル

バ
ー
ト
設
置
が
必
要
と
な
り
、
設

計
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
。

Ｑ　

歩
行
者
用
の
カ
ル
バ
ー
ト

は
ど
ち
ら
側
に
設
置
す
る
の
か
。

A

近
代
管
理
側
に
置
く
。
現

在
設
置
し
た
カ
ル
バ
ー
ト
内
に

歩
行
者
通
路
を
作
ろ
う
と
し
た

が
、
安
全
面
を
考
慮
し
て
、
別
に

設
置
す
る
こ
と
に
し
た
。

Ｑ　

温
泉
門
の
道
路
融
雪
の
熱

源
は
。

A

融
雪
は
、
温
水
で
お
こ
な

う
。

Ｑ　

都
市
計
画
費
で
時
間
外
手

当
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
実
績

は
。

A

4
月
~
7
月
ま
で
３
名
が

該
当
。
175
時
間
分
で
３
月
ま
で
の

予
想
計
上
。

Ｑ　

西
の
河
原
駐
車
場
に
お
い

て
、
地
役
権
に
伴
う
使
用
料
の
議

論
が
以
前
の
議
会
で
な
さ
れ
た

が
解
決
さ
れ
た
の
か
。

A

地
役
権
者
と
話
し
合
い
の

上
解
決
し
た
も
の
。

Ｑ　

給
食
代
替
保
護
者
支
援
金

の
時
期
と
対
象
人
数
は
？

A

７
月
の
５
日
分
で
１
日
500

円
を
105
名
に
支
給
し
た
。

Ｑ　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
お

い
て
種
類
は
変
更
に
な
る
か
？

ま
た
廃
棄
は
ど
の
く
ら
い
あ
っ

た
か
？

A

従
来
株
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
２
つ
の
成
分
を
入
れ
た
新
し

い
ワ
ク
チ
ン
の
予
定
。
570
人
分
の

廃
棄
に
加
え
、
キ
ャ
ン
セ
ル
分
８

名
分
。

Ｑ　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
お

け
る
庁
用
等
器
具
費
の
内
容

は
？

A

デ
ィ
ー
プ
フ
リ
ー
ザ
ー
、
パ

ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
、
体
温
計

の
購
入
。

Ｑ　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
運
営

の
建
設
・
改
良
工
事
内
容
は
？

A

懸
念
箇
所
の
補
修
費
に
よ

る
も
の
で
、
予
算
分
が
な
く
な
っ

た
の
で
追
加
予
算
と
な
る
。

Ｑ　

道
路
橋
梁
維
持
費
に
お
け

る
機
械
等
器
具
費
の
内
容
は
？

A

急
破
作
業
に
対
応
す
る
電

気
溶
接
機
の
購
入
で
、
ア
ー
ク
溶

接
有
資
格
者
が
使
用
す
る
。

Ｑ　

中
島
団
地
の
修
繕
費
内
容

は
？

A

現
在
３
世
帯
待
機
中
だ

が
、
２
件
退
去
し
た
た
め
２
件
分

の
修
繕
費
。

Ｑ　

傷
病
手
当
金
は
新
し
い
項

目
？

A

ま
だ
申
請
は
な
い
が
、
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
た
め
の
準
備

に
よ
る
。

Ｑ　

修
繕
費
の
具
体
的
な
内
容

は
？

A

共
同
浴
場
﹁
千
代
の
湯
﹂
の

ト
イ
レ
修
繕
。

Ｑ　

ト
イ
レ
は
一
般
人
も
利
用

で
き
る
の
か
、
男
女
別
々
の
設
置

だ
が
、
治
安
は
守
ら
れ
て
い
る
の

か
？

A

一
般
人
も
利
用
で
き
る

し
、
出
入
り
口
を
通
路
側
に
し
て

い
る
の
で
問
題
は
な
い
。

Ｑ　

総
係
費
（
委
託
料
）
の
16
万

６
千
円
の
内
容
は
？

A

伝
統
湯﹁
千
代
﹂と﹁
地
蔵
﹂

の
商
標
登
録
の
費
用
。

現
時
点
で
条
例
に
そ
ぐ
わ
な

い
面
も
あ
り
、
早
々
に
議
会
と
し

て
改
善
、
検
討
す
る
よ
う
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

温
泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

と
し
て
は
、
今
後
も
コ
ロ
ナ
関
連

の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
視
察

研
修
を
計
画
し
て
い
く
。

付
託
議
案

総
務
観
光
常
任
委
員
会

︻
議
案
第
16
号

　

Ｒ
４
年
度
草
津
町

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
︵
第
６
次
︶︼

︻
議
案
第
17
号　

　

Ｒ
４
年
度
草
津
町

　
　

国
民
健
康
保
険

　
　
　

補
正
予
算︵
第
１
次
︶︼

︻
議
案
第
19
号　

　

Ｒ
４
年
度
草
津
町

温
泉
温
水
供
給
事
業
会
計

　
　
　

補
正
予
算︵
第
2
次
︶︼

温
泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

付
託
議
案

︻
草
津
町
温
泉
使
用
条
例
︼

︻
草
津
町
議
会

　
　

行
政
視
察
研
修
延
期
︼
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1　

草
津
白
根
山
の
現
状

　

現
在
の
草
津
白
根
山
の
火
山

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
気
象
庁
の

公
表
資
料
に
よ
る
と
、
湯
釜
付
近

の
火
山
活
動
は
静
穏
時
の
状
態

に
戻
る
傾
向
に
は
あ
る
が
、
湯
釜

付
近
の
熱
水
活
動
は
引
き
続
き

や
や
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
警
戒
は
引
き
続
き
必
要
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
当
局
か
ら
、
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
の
引
き
上
げ
基
準
の
見

直
し
に
つ
い
て
気
象
庁
に
出
向

い
て
協
議
を
行
っ
た
旨
の
報
告

や
、
無
料
開
放
し
て
い
る
駐
車
場

の
利
用
実
績
に
つ
い
て
も
説
明

が
あ
っ
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
規
制
前
の
白

根
山
付
近
の
入
込
数
と
の
比
較

や
、
観
光
バ
ス
の
通
行
状
況
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
気
象
庁
を
は
じ

め
、
町
の
火
山
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
等
と
の
連
携
を
今
後
も
進

め
、
白
根
山
に
お
け
る
安
全
対
策

を
進
め
、
対
策
経
費
と
の
バ
ラ
ン

ス
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く

と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

2　

経
済
対
策

　

経
済
対
策
と
し
て
実
施
し
て

い
る
「
草
津
温
泉
ま
ち
歩
き
共
通

ク
ー
ポ
ン
券
事
業
」
の
状
況
に
つ

い
て
、
当
局
よ
り
報
告
が
あ
っ

た
。

　

委
員
か
ら
は
、
対
象
が
近
隣
県

10
県
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
る

効
果
や
、
利
用
実
績
に
か
か
る
人

数
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
経
済
活
性
化
の

た
め
に
も
草
津
町
内
で
消
費
さ

れ
る
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
含
め
、
経

済
対
策
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

3  

議
会
に
お
け
る
災
害
時
対
応

　

先
般
、
新
聞
報
道
さ
れ
た
災

害
時
に
お
け
る
議
会
の
役
割
や

議
員
の
行
動
を
定
め
る
災
害
対

応
指
針
や
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
、
当
議
会
に
お
い
て
は
、

業
務
継
続
計
画
が
未
策
定
の
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
協
議
を
行

っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
有
事
の
際
、
議
員

は
活
動
を
し
て
き
た
が
、
災
害
時

に
お
け
る
議
員
の
初
動
は
町
民

に
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
た
め

に
も
重
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
要
綱
を
策
定
し
て
い
く
方
向

で
意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。

１　

中
学
生
議
会

　

継
続
し
て
審
議
し
て
き
た
「
中

学
生
議
会
」
に
つ
い
て
、
中
学

３
年
生
を
対
象
に
令
和
４
年
12

月
13
日
（
火
）
開
催
予
定
で
し
た

が
、
12
月
14
日
（
水
）
へ
変
更
の

上
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、
形
式

内
容
等
の
確
認
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
実
際
に
資
料
等
が

造
成
さ
れ
た
段
階
で
引
き
続
き

協
議
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

２　

議
事
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

公
開

　

本
年
６
月
２
日
か
ら
、
草
津
町

役
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開

を
始
め
た
議
事
録
に
つ
い
て
、
８

月
ま
で
で
652
件
の
ア
ク
セ
ス
が

あ
り
、
実
際
の
使
用
方
法
や
今
後

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

災
害
・
経
済
対
策
特
別
委
員
会

令和４年（2022 年）第３回（３月定例会）以降、

記録を公開しています。

会議録内容を会議録内容を
インターネットで見られますインターネットで見られます
会議録内容を
インターネットで見られます

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ

（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）のトップページから

「草津町議会」→「草津町議会会議録」
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議　

案　

第　

4　

号
市 川 祥 史 議 員

湯 本 晃 久 議 員

①
（
寄
附
金
／
草
津
よ
い
と
こ

　
　
　
　
　
　

元
気
基
金
寄
附
金
）

Ｑ

よ
い
と
こ
元
気
基
金
Ｈ
Ｐ
の

寄
附
件
数
、
受
領
件
数
を
更
新
し

て
頂
け
な
い
か
。

A

総
務
課
長

正
し
く
公
表
で
き
る
よ
う
修

正
、
更
新
す
る
。

②
（
総
務
費
／
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　

整
備
・
運
用
事
業
）

Ｑ

草
津
温
泉
逆
Ｓ
Ｅ
Ｏ
の
内
容

は
。

A

総
務
課
長

草
津
町
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
の
委
託
費
と
、

既
存
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
お
け

る
デ
ー
タ
集
約
の
仕
組
み
作
り
を

検
討
す
る
た
め
の
調
査
委
託
費
の

２
点
。

①
（
予
備
費
／
予
備
費
）

Ｑ

１
８
２
４
万
９
千
円
の
予
備

費
流
用
の
内
容
は
。

A

総
務
課
長

前
年
度
ま
で
は
項
目
ご
と
に
予

算
補
正
を
行
っ
て
い
た
が
、
地
方

自
治
法
に
準
じ
て
今
回
か
ら
は
予

備
費
支
出
し
た
も
の
は
そ
の
通
り

に
計
上
す
る
よ
う
に
し
た
。

②
（
衛
生
費
／
西
部
火
葬
場

　
　
　
　
　
　

運
営
管
理
事
業
）

Ｑ

補
償
金
が
発
生
し
た
状
況
。

そ
れ
に
対
す
る
再
発
対
策
は
。

A

住
民
課
長

火
葬
炉
の
設
備
が
故
障
し
、
火

葬
の
予
定
が
遅
れ
た
た
め
施
主
に

追
加
費
用
が
発
生
し
、
そ
の
補
償

を
行
っ
た
。
今
後
、
対
策
を
施
し

事
故
が
な
い
よ
う
管
理
し
て
い
く
。

③
（
消
防
費
／
消
防
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　

管
理
事
業
）

Ｑ

維
持
補
修
費

210
万
９
千
円
が

発
生
し
た
時
期
と
内
容
は
。

A

総
務
課
長

防
災
行
政
無
線
機
器
の
更
新
費

用
と
令
和
３
年
11
月
11
日
に
発
生

し
た
６
分
団
詰
所
の
陥
没
工
事
費

用
。

④
（
教
育
費
／
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

運
営
管
理
事
業
）

Ｑ

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
抗
ウ
イ

ル
ス
剤
噴
霧
作
業
業
務
委
託
72
万

６
千
円
の
時
期
と
内
容
は
。

A

教
育
委
員
会
事
務
局
長

令
和
4
年
１
月
31
日
に
給
食
セ

ン
タ
ー
職
員
に
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が

確
認
さ
れ
、
給
食
セ
ン
タ
ー
を
５

日
間
閉
鎖
し
た
。
再
開
に
あ
た
り

消
毒
専
門
業
者
に
抗
菌
作
業
を
依

頼
し
た
費
用
。

①
（
民
生
費
／
草
津
な
で
し
こ

　
　
　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
事
業
）

Ｑ

事
業
の
内
容
と
利
用
実
績
は
。

A

福
祉
課
長

女
性
の
支
援
と
し
て
生
理
用
品

を
配
布
す
る
事
業
。
300
セ
ッ
ト
を

購
入
し
残
り
が
50
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

②
（
民
生
費
／
町
内
巡
回
バ
ス

　
　
　
　
　
（
外
出
支
援
）事
業
）

Ｑ

印
刷
製
本
費
の
内
容
は
。

A

福
祉
課
長

　

バ
ス
の
回
数
券
を
印
刷
し
た
費

用
。
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返

納
支
援
事
業
に
お
い
て
利
用
す
る
。

③
（
教
育
費
／
草
津
国
際

　
　
　

音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
＆

　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

Ｑ

300
万
円
減
額
に
な
っ
た
そ
の

内
容
は
。

A

教
育
委
員
会
事
務
局
長

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
に
よ
り

海
外
か
ら
の
講
師
を
招
く
事
が
で

き
ず
国
内
の
先
生
方
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
に
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
。

①
（
総
務
費
／
ふ
る
さ
と
納
税

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
）

Ｑ

委
託
料
で
予
算
に
対
し
決
算

額
が
２
割
安
く
な
っ
た
要
因
は
。

A

総
務
課
長

令
和
２
年
度
に
手
数
料
の
抑
制

に
向
け
て
町
の
特
設
サ
イ
ト
を
設

置
し
、
完
成
し
た
。
令
和
３
年
度

は
そ
の
シ
ス
テ
ム
更
新
が
な
く
、

通
常
の
シ
ス
テ
ム
使
用
料
の
計
上

の
み
。

②
（
民
生
費
／
社
会
福
祉
総
務
費

／
国
民
年
金
費
／
社
会
福
祉
総

務
費
／
福
祉
医
療
費
／
障
害
者

自
立
支
援
事
業
費
／
地
域
生
活

支
援
事
業
費
／
児
童
処
置
費
／

老
人
福
祉
費
）

Ｑ

予
算
に
対
し
需
用
費
の
不
要

額
の
割
合
が
多
い
が
、そ
の
要
因
は
。

A

福
祉
課
長

献
血
の
折
込
み
等
で
印
刷
製
本

費
で
計
上
し
た
が
、
回
数
減
に
よ

り
執
行
残
が
多
く
な
っ
た
。

A

住
民
課
長

消
耗
品
等
を
購
入
し
た
経
緯
が

あ
る
が
結
果
と
し
て
費
用
が
少
な

く
済
ん
だ
。

A

福
祉
課
長

事
務
用
品
類
を
購
入
す
る
予
算

で
執
行
残
で
あ
る
。

A

福
祉
課
長

　

印
刷
製
本
に
関
わ
る
費
用
で
執

行
残
が
発
生
し
た
も
の
。

小林純一　議員

市
川
祥
史
議
員

歳
入
︻
令
和
３
年
度
草
津
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
︼

歳
出
︻
令
和
３
年
度
草
津
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
︼

湯
本
晃
久
議
員

有
坂
太
宏
議
員

小
林
純
一
議
員
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中 澤 康 治 議 員

A

福
祉
課
長

消
耗
品
、
事
務
用
品
、
会
議

用
の
お
茶
も
含
め
計
上
し
た
も
の

で
、
会
議
等
が
リ
モ
ー
ト
に
な
る

な
ど
で
執
行
残
が
発
生
し
た
も
の
。

A

町
長

　

需
用
費
が
全
体
的
に
余
っ
て
多

す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
事
務

方
は
あ
る
程
度
予
算
を
多
め
に
取

る
こ
と
は
あ
る
が
、
使
え
る
も
の

だ
け
厳
格
に
し
て
余
っ
た
ら
戻
せ

と
い
う
指
示
を
職
員
に
し
て
い
る
。

③
（
民
生
費
／
老
人
保
険
費
）

Ｑ

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
の

内
容
は
。

A

健
康
推
進
課
長

主
な
事
業
は
食
育
の
事
業
に
な

る
。
コ
ロ
ナ
で
そ
の
事
業
が
出
来

ず
減
額
と
し
た
。

①
（
総
務
費
／
一
般
行
政
経
費
／

顧
問
弁
護
士
））

Ｑ

無
料
法
律
相
談
に
か
か
る
町

の
負
担
額
は
い
く
ら
か
。

A

町
長

無
料
相
談
の
た
め
に
弁
護
士
料

は
払
っ
て
い
な
い
。

②
（
商
工
費
／
海
外
誘
客

　
　
　
　
　
　
　
　

宣
伝
事
業
）

Ｑ

金
額
が
少
な
す
ぎ
る
と
思
う

が
。

A

観
光
課
長

海
外
か
ら
の
受
け
入
れ
が
少
な

い
状
況
で
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
ー
の
費

用
や
負
担
金
を
出
し
決
算
を
迎
え

て
い
る
。

A

町
長

誘
客
対
策
は
行
政
で
な
く
観
光

協
会
に
委
託
し
て
い
る
の
で
、
観

光
協
会
の
方
で
予
算
を
付
け
た
い
。

③
（
総
務
費
／
草
津
白
根
山

　
　
　
　
　
　

火
山
対
策
事
業
）

Ｑ

白
根
山
の
駐
車
場
は
有
料
に

な
ら
な
い
の
か
。

A

総
務
課
長

駐
車
場
に
か
か
る
経
費
は
決
算

に
一
切
な
い
。
ト
イ
レ
休
憩
の
み
で

無
料
で
駐
車
場
を
開
放
し
て
い
る
。

④
（
土
木
費
／
立
体
交
差

　
　
　
　
　
　
　
　

建
設
事
業
）

Ｑ

立
体
交
差
に
関
す
る
総
額
は
。

A

土
木
課
長

令
和
３
年
度
詳
細
設
計
１
５

４
１
万
４
千
円
と
前
払
い
金
430
万

円
、
合
計
１
９
７
１
万
４
千
円
と

な
る
。

⑤
（
土
木
費
／
道
路
融
雪
施
設　

　
　
　
　
　
　

管
理
運
営
事
業
）

Ｑ

立
体
交
差
の
融
雪
工
事
が
入

っ
て
い
る
の
か
。

A

土
木
課
長

町
内
12
施
設
の
電
気
料
で
あ

り
、
立
体
交
差
の
工
事
に
は
関
係

な
い
。

⑥
（
土
木
費
／
町
単
独

　
　
　
　
　

道
路
等
整
備
事
業
）

Ｑ

立
体
交
差
、
温
泉
門
に
か
か

る
費
用
は
。

A

土
木
課
長

前
口
線
の
擁
壁
改
修
工
事
、
西

殿
塚
線
の
道
路
融
雪
な
ど
町
内
イ

ン
フ
ラ
事
業
で
立
体
交
差
の
費
用

は
入
っ
て
い
な
い
。

⑦
（
土
木
費
／
町
単
独

　
　
　
　

都
市
計
画
整
備
事
業
）

Ｑ

立
体
交
差
、
温
泉
門
に
か
か

る
費
用
は
。

A

企
画
創
造
課
長

設
計
業
務
委
託
と
し
て
767
万
８

千
円
を
支
出
し
て
い
る
。

（
資
本
的
支
出
／
建
設
改
良
費
）

Ｑ

不
用
額
の
内
容
は
。

A

温
泉
課
長

11
件
の
改
良
工
事
が
行
わ
れ
入

札
な
ど
に
よ
り
工
事
価
格
を
抑
え

ら
れ
た
こ
と
や
、
温
泉
門
関
係
で

排
水
管
、
温
泉
温
水
管
設
外
工
事

関
係
で
３
月
に
補
正
を
組
ん
だ
結

果
、
不
用
額
が
大
き
く
な
っ
た
こ

と
が
要
因
。

（
草
津
温
泉
熱
乃
湯
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
）

Ｑ

町
民
が
ど
の
く
ら
い
利
用
し

て
い
る
の
か
教
え
て
頂
き
た
い
。

A

企
画
創
造
課
長

町
民
の
利
用
実
績
は
ほ
と
ん
ど

無
い
。

Ｑ

観
光
事
業
と
し
て
観
光
協
会

に
７
７
０
０
万
円
近
く
を
出
し
て

い
る
。
な
ぜ
そ
の
中
で
賄
え
な
い

の
か
。ま
た
、料
金
の
改
定
理
由
は
。

A

企
画
創
造
課
長

熱
乃
湯
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
費

用
の
確
保
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
費
用
の

確
保
、
人
材
の
確
保
、
そ
の
他
水

道
光
熱
費
に
か
か
る
運
営
費
用
の

経
費
を
中
長
期
的
に
見
た
改
善
及

び
健
全
化
と
い
う
こ
と
で
料
金
を

改
定
し
た
。
観
光
協
会
に
充
て
る

費
用
と
は
、
内
容
の
性
質
が
違
う

も
の
で
あ
る
。

議　

案　

第　

15　

号

議　

案　

第　

11　

号

中
澤
康
治
議
員

湯
本
晃
久
議
員

小
林
純
一
議
員

有
坂
太
宏
議
員
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（
財
産
収
入
／
財
産
貸
付
収
入
）

Ｑ

259
万
５
千
円
が
減
額
に
な
っ

て
い
る
要
因
は
。

A

観
光
課
長

西
の
河
原
駐
車
場
の
土
地
を

購
入
し
た
こ
と
に
よ
り
一
般
会

計
で
予
算
に
計
上
し
て
い
た
草

津
観
光
公
社
か
ら
の
賃
借
料
を

千
客
万
来
事
業
会
計
へ
所
管
替

え
し
た
こ
と
に
よ
る
減
額
で
あ

る
。

A

町
長

竹
中
工
務
店
・
Ｔ
Ａ
Ｋ
プ
ロ
パ

テ
ィ
が
所
有
し
て
い
た
西
の
河

原
駐
車
場
と
大
塚
ス
ポ
ー
ツ
前

の
森
を
併
せ
て
購
入
し
た
。
駐
車

場
は
借
り
て
い
る
人
の
思
い
も

あ
り
、
町
の
所
有
の
も
と
現
状
通

り
観
光
公
社
に
運
営
を
委
ね
る
。

Ｑ

立
体
交
差
建
設
工
事
を
引
き

返
す
方
法
は
な
い
の
か
。

A

町
長

既
に
立
証
さ
れ
て
い
る
。
温
泉

門
の
工
事
を
止
め
た
瞬
間
、
渋
滞

を
起
こ
し
た
こ
と
が
分
か
り
、
逆

に
帰
る
車
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
っ

た
こ
と
も
証
明
で
き
て
い
る
。
要

す
る
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
し
な

け
れ
ば
対
応
で
き
な
い
と
い
う

思
い
で
立
体
交
差
建
設
に
し
た
。

（
土
木
費
／
町
単
独
都
市

　
　
　
　
　
　

計
画
整
備
事
業
）

Ｑ

通
行
用
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
の
内
容
は
。

A

土
木
課
長

立
体
交
差
に
す
る
こ
と
で
道

路
の
線
形
は
大
き
く
変
わ
る

が
、
温
泉
側
か
ら
見
て
カ
ル
バ
ー

ト
の
左
側
、
現
行
の
歩
道
に
近

い
場
所
に
新
し
い
歩
道
を
設
置

し
、
イ
タ
ロ
ー
さ
ん
の
下
の
辺
で

今
の
歩
道
に
摺
り
付
け
る
。

A

町
長

カ
ル
バ
ー
ト
内
に
４
ｍ
道
路

を
入
れ
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設

置
し
歩
行
者
を
通
す
設
計
だ
っ

た
が
、
下
り
の
カ
ー
ブ
で
車
が
歩

道
に
突
っ
込
む
可
能
性
を
考
慮

し
、
カ
ル
バ
ー
ト
を
通
過
し
た
後

の
道
路
の
幅
が
６
ｍ
と
余
裕
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
対
策
の
た

め
歩
行
者
用
の
カ
ル
バ
ー
ト
を

そ
の
横
に
入
れ
る
形
に
変
更
し

た
。

（
総
務
費
／
災
害
対
策
事
業
）

Ｑ

防
災
服
の
内
容
は
？

A

総
務
課
長

災
害
に
備
え
て
町
民
や
お
客

様
が
役
場
職
員
だ
と
分
か
る
よ

う
に
統
一
し
た
も
の
を
用
意
す

る
。

A

町
長

災
害
対
策
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ

の
時
に
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
て
い

る
と
草
津
町
だ
と
分
か
る
。
日
本

一
の
温
泉
地
の
作
業
服
が
み
す

ぼ
ら
し
い
も
の
で
は
と
感
じ
た

こ
と
か
ら
作
り
替
え
る
こ
と
を

判
断
し
た
。

（
諸
支
出
金
／
一
般
被
保
険
者

　
　
　
　

保
険
税
還
付
金
事
業
）

Ｑ

過
誤
納
が
発
生
す
る
要
素
は
。

A

住
民
課
長

社
会
保
険
に
加
入
し
た
方
の

届
出
が
遅
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
。
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
調
査

し
た
結
果
還
付
額
が
多
く
な
っ

た
。

中
澤
康
治
議
員

金
丸
勝
利
議
員

安
齋
　
努
議
員

湯
本
晃
久
議
員

議　

案　

第　

10　

号

中
澤
広
夫
議
員

収
入
︻
令
和
４
年
度
一
般
会
計

　
　
　
　

補
正
予
算（
第
６
次
）︼

金丸勝利　議員

安齋　努　議員

議　

案　

第　

17　

号

︻
令
和
４
年
度
草
津
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　

補
正
予
算（
第
１
次
）︼
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7月 4日　全員協議会7月4日　全員協議会
天狗山Ｔパラリフト建設に伴う協議事項として全員協議会が開催されました。天狗山Ｔパラリフト建設に伴う協議事項として全員協議会が開催されました。

「
天
狗
山
ペ
ア
Ｔ
パ
ラ
リ
フ
ト
架

け
替
え
計
画
」
に
つ
い
て
町
側
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

天
狗
山
ゲ
レ

ン
デ
中
央
に
設
置
の
天
狗
山
Ｔ
パ

ラ
リ
フ
ト
Ａ
・
Ｂ
線
で
す
が
、
設

置
か
ら
37
年
余
り
が
経
過
し
老
朽

化
が
著
し
く
、
整
備
に
必
要
な
部

品
の
調
達
も
大
変
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
白
根
山

の
噴
火
に
よ
り
ゲ
レ
ン
デ
面
積
が

減
少
し
、
こ
れ
以
上
ス
キ
ー
人
口

は
見
込
ま
れ
な
い
状
況
の
中
で
、

ス
キ
ー
場
は
通
年
型
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
へ
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
町
と
し
て
は
、
Ｔ
パ
ラ
リ

フ
ト
の
架
け
替
え
計
画
を
立
案
し

た
い
。

　

今
回
は
単
に
現
状
維
持
の
リ
フ

ト
の
架
け
替
え
工
事
で
は
な
く
、

夜
間
運
行
や
イ
ベ
ン
ト
使
用
な
ど

多
様
性
に
富
ん
だ
観
光
振
興
に
つ

な
が
る
よ
う
な
索
道
の
選
定
を
し

た
く
、
単
線
固
定
循
環
式
普
通
索

道
（
通
称
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
）
に

よ
る
リ
フ
ト
の
更
新
を
計
画
し

て
い
る
。
単
線
固
定
循
環
式
索
道

（
通
称
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
）
で
す

が
、
山
麓
山
頂
停
留
場
に
張
ら
れ

た
ワ
イ
ヤ
ー
に
点
対
称
で
一
定
の

間
隔
で
固
定
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
群
が

循
環
運
転
さ
れ
る
方
式
の
索
道
と

な
っ
て
お
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
が
停
留

場
に
到
達
し
て
い
る
と
き
は
ご
く

低
速
、
毎
秒
0.3
メ
ー
ト
ル
で
運
行

し
、
停
留
場
を
出
発
す
る
と
最
高

速
度
毎
秒
5
メ
ー
ト
ル
で
運
行
す

る
も
の
。
8
人
乗
り
ゴ
ン
ド
ラ
３

基
を
１
グ
ル
ー
プ
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
４
群
取
付
け
を
し
て
運
行
、
輸

送
能
力
は
１
時
間
当
た
り
650
人
を

想
定
し
て
い
る
。
令
和
５
年
の
11

月
30
日
を
工
期
と
し
て
、
令
和
５

年
12
月
の
シ
ー
ズ
ン
か
ら
リ
フ
ト

が
使
え
る
想
定
で
工
事
を
進
め
た

い
。
建
設
費
は
予
算
ベ
ー
ス
で
7

億
5
千
万
円
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

停
留
場
の
位

置
だ
が
、
山
頂
は
同
じ
な
の
に
山

麓
を
50
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に

変
え
た
理
由
は
？

　
　
　
　

現
状
、
チ
ケ
ッ
ト
売
場

か
ら
T
パ
ラ
リ
フ
ト
ま
で
距
離
が

あ
る
。
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
か
ら
下
り

て
も
距
離
が
あ
る
。
チ
ケ
ッ
ト
売

場
近
く
の
ほ
う
が
利
便
性
が
高
い

と
考
え
た
た
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　

所
要
時
間
は

乗
っ
て
降
り
る
ま
で
ど
の
く
ら

い
？
窓
は
つ
け
る
？

　
　
　
　

今
の
Ｔ
パ
ラ
リ
フ
ト
と

同
じ
く
ら
い
。
3
分
く
ら
い
。
窓

も
開
く
し
、
昔
の
ゴ
ン
ド
ラ
の
イ

メ
ー
ジ
で
は
な
く
大
き
い
。
８
人

乗
り
な
の
で
高
さ
が
違
う
し
、
今

は
ス
キ
ー
も
持
っ
て
入
る
発
想
に

な
っ
て
い
る
。
4
群
団
の
う
ち
１

つ
だ
け
、
透
き
通
っ
た
も
の
ぶ
ら

下
げ
る
、
こ
れ
も
売
り
に
な
る
と

考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ル
ス
ゴ
ン

ド
ラ
だ
と
、
デ
メ
リ
ッ
ト
で
乗
降

時
の
ス
キ
ー
の
脱
着
が
手
間
な
の

で
は
？

　
　
　
　

ス
キ
ー
場
に
来
て
脱
着

す
る
の
は
当
た
り
前
だ
か
ら
苦
に

し
な
い
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
。
逆
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
人
口

が
増
え
た
今
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー

は
履
い
た
ま
ま
乗
れ
な
い
か
ら
喜

ぶ
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ン
ド
ラ
の

一
年
間
の
稼
働
運
転
は
ど
の
く
ら

い
？
ま
た
、
六
角
堂
の
内
容
は
？

　
　
　
　

稼
働
は
365
日
。
六
角
堂

は
現
在
の
一
層
を
三
層
化
に
す
る

予
定
。

　
　
　
　
　
　
　
　

運
行
中
止
に

な
る
確
率
は
？

　
　
　
　

　
　
　
　

駅
舎
に
近
づ
く
と
危
な

い
か
ら
低
速
で
入
っ
て
く
る
。
逆

に
安
全
だ
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　

風
の
影
響
で
全
休
に

な
る
の
は
何
年
か
に
１
回
く
ら

い
。
全
休
に
な
る
前
に
は
第
４
リ

フ
ト
が
先
に
止
ま
る
。
天
狗
山
の

Ｔ
パ
ラ
リ
フ
ト
の
線
路
は
風
に
強

い
の
で
止
ま
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
。

安
齋
　
努
議
員

企
画
創
造
課
長

町
長

中
澤
広
夫
議
員

町
長

町
長

市
川
祥
史
議
員

宮
﨑
謹
一
議
員

町
長

町
長

副
町
長

小
林
純
一
議
員

◀全員協議会のあと、7 月 19 日に、日本で３基
しか設置されていないパルス型ゴンドラを運行
している志賀高原へ視察に行きました。
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Ｑ
１　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
関
し
て

　

現
在
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
長
期
戦
の
様
相
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
日
本
は
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
り
、

力
に
よ
る
侵
攻
を
阻
止
す
る
た
め
平
和
を
願
う
各
国
と
共
に

精
一
杯
の
人
道
支
援
を
し
て
い
る
。
草
津
温
泉
も
小
さ
な
町

と
し
て
は
最
大
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
幸
い
に
し
て
、
草

津
温
泉
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
寄
付
金
を
含
め
予
想
を
上
回

る
人
気
で
あ
る
。
Ｒ
3
年
か
ら
現
在
７
億
６
千
万
円
の
ふ
る

さ
と
納
税
事
業
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
の
５
％
を

支
援
に
あ
て
て
い
る
。
大
変
素
晴
ら
し
い
事
だ
と
思
う
が
、

長
期
戦
に
な
っ
た
場
合
、
町
民
は
コ
ロ
ナ
プ
ラ
ス
物
価
高
騰

で
苦
し
い
生
活
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
今
後
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
人
気
が
維
持
さ
れ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
支
援
が
行
っ

て
い
け
る
の
か
、
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
道
支
援
の
も
と

に
ど
の
よ
う
な
経
路
で
支
援
金
が
届
い
て
い
る
の
か
、
解
る

範
囲
で
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

観
光
は
平
和
の
中
で
こ
そ
、
成
立
す
る
平
和
産
業

で
あ
る
、と
い
う
観
点
か
ら
、世
界
平
和
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）

を
願
い
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
ご
寄
附
を
頂
い
た
う

ち
の
５
％
を
人
道
支
援
と
復
興
支
援
の
た
め
に
寄
附
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
草
津
町
の
寄
附
に
つ
い
て
は
Ｒ
４

年
度
の
一
年
間
を
目
安
と
し
て
お
り
８
月
末
時
点
に
お

い
て
「
１
億
２
千
９
７
１
万
４
千
円
」
で
あ
っ
た
た
め
、

こ
の
５
％
分
と
し
て
「
648
万
５
千
円
」
を
日
本
赤
十
字
社

に
送
金
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
送
金
経
路
は
、
国
際
赤

十
字
を
通
じ
て
、
食
料
、
水
、
医
療
、
避
難
所
や
生
計
支

援
に
使
わ
れ
て
い
る
。「
町
民
生
活
が
物
価
高
騰
等
で
苦

し
い
中
、
こ
の
寄
附
が
つ
づ
け
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
質

問
で
す
が
、
草
津
町
の
寄
附
に
関
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
て
い
る
の
で
一
般
会
計
等
の
財
源
を
一
切

充
て
て
お
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
税
金
か
ら
拠
出
す
る
こ
と

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
物
価

高
騰
等
の
影
響
に
よ
る
町
民
生
活
の
支
援
対
策
や
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
経
済
対
策
に
つ
い
て
は
今
後
も
実

施
し
て
い
く
。
安
井
議
員
が
提
案
し
た
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
弁
当
配
食
、
こ
れ
も
大
変
評
判
が
良
く
、
年
を
重

ね
た
方
か
ら
何
人
も
御
礼
を
い
た
だ
い
た
。
一
年
間
を
目

途
と
し
て
い
る
が
何
と
か
続
け
た
い
。
ま
た
、
生
活
支
援

商
品
券
、
こ
れ
も
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ
２　
「
巨
大
ブ
ラ
ン
コ
」
の
現
況
に
つ
い
て

　

草
津
温
泉
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
に
よ

り
、
団
体
客
は
全
く
来
な
く
な
り
、
今
で
は
客
層
も
ガ
ラ
リ

と
変
わ
り
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
が
殆
ど
。
こ
の

傾
向
に
対
処
し
て
、
近
代
温
泉
地
と
し
て
話
題
性
を
提
供
し

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
し
、
プ
レ
イ
ゾ
ー
ン
の
充
実
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
巨
大
ブ
ラ
ン
コ
を
バ
ン
ジ

ッ
プ
と
同
じ
場
所
に
設
置
し
た
が
、
現
況
の
利
用
状
況
は
い

か
が
か
。
ま
た
、
両
方
を
利
用
す
る
方
が
い
れ
ば
セ
ッ
ト
の

共
通
券
を
販
売
し
た
ら
い
か
が
か
。

町
長　

７
月
16
日
に
営
業
を
開
始
し
て
以
来
、
順
調
に
収

益
を
伸
ば
し
て
い
る
。
ご
質
問
の
と
お
り
、
温
泉
街
で
の

客
層
は
圧
倒
的
に
若
者
の
カ
ッ
プ
ル
や
少
数
グ
ル
ー
プ

が
目
立
っ
て
お
り
、
草
津
温
泉
ス
キ
ー
場
の
夏
営
業
は
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
中
心
に
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の

お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

新
設
し
た
こ
の
巨
大
ブ
ラ
ン
コ
は
、
人
気
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ

ン
と
隣
接
さ
せ
て
設
置
し
た
こ
と
で
、
山
頂
か
ら
の
美
し

い
景
色
の
見
応
え
も
あ
り
、
ま
た
、
誰
も
が
安
心
し
て
乗

車
で
き
る
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
の
方
か
ら
お

子
様
ま
で
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
し
て
、

ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
と
ブ
ラ
ン
コ
で
私
が
一
番
狙
っ
て
い
る

の
は
売
店
や
食
堂
等
の
売
上
を
伸
ば
す
こ
と
、
相
乗
効
果

で
目
標
と
し
て
１
億
円
を
達
成
し
た
い
、
期
待
を
し
て
い

る
。
更
に
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

益
々
伸
び
て
い
く
と
推
測
で
き
る
。
頑
張
っ
て
夏
期
シ
ー

ズ
ン
の
狙
い
は
、
温
泉
街
か
ら
わ
ず
か
５
分
で
到
着
で
き

る
利
便
性
の
高
い
ス
キ
ー
場
、
そ
れ
と
国
道
が
そ
ば
に
通

っ
て
い
る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
行
っ
て
乗
れ
る
こ
の
利
点
を

生
か
し
た
そ
の
天
狗
山
エ
リ
ア
を
と
こ
と
ん
磨
い
て
い

き
た
い
と
思
う
。
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

安井 尚弘　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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町
の
道
路
は
町
民
の
生
活
道
路
で
も
あ
り
、
観
光
客
も

利
用
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
こ

と
が
観
光
客
を
迎
え
る
こ
と
に
も
大
事
で
あ
る
と
考
え

る
。
今
回
、
３
つ
ほ
ど
質
問
す
る
。

Ｑ
1　

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
、
草
津
原
周
辺
の
道
路
に
つ
い
て

　

現
在
、
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
内
の
道
路
整
備
は
、
ラ
ビ
ス
タ

草
津
～
ロ
ー
タ
リ
ー
ま
で
の
区
間
で
行
わ
れ
、
今
後
こ
の
メ

イ
ン
路
線
は
「
季
の
庭
」
付
近
ま
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
内
の
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
南
側
の
道
路
は

か
な
り
傷
み
が
激
し
く
、
住
民
よ
り
整
備
を
求
め
る
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
部
道
路
は
、
町
道
認
定
区
間
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
他
の
区
間
の
道
路
は
、
ど
こ
が
管
理
し
て
い

る
の
か
が
解
ら
な
い
と
聞
き
、
担
当
課
に
聞
く
と
、
一
応
、

町
が
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
ど
の
課
で
管
理
を

し
、
今
後
、
道
路
整
備
を
行
う
計
画
が
あ
る
の
か
尋
ね
る
。

ま
た
、
草
津
原
に
向
か
う
道
路
は
、
20
数
年
前
に
塗
装
工
事

を
実
施
し
た
と
の
事
。
こ
こ
も
道
路
の
破
損
が
激
し
く
、

所
々
で
陥
没
等
が
発
生
し
て
い
る
。
草
津
原
へ
向
か
う
途
中

に
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
ホ
テ
ル
も
あ
り
多
数
の
観
光
客
が
通
行

す
る
。
こ
の
道
路
の
整
備
を
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
整
備
計

画
は
あ
る
の
か
。

町
長　

ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
及
び
そ
の
他
80
ｍ
を
整
備

し
、
今
後
、
年
次
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。
す
べ
て
の

道
路
の
形
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
町
の
敷
地
。
町
道
認
定

も
し
て
い
る
。
メ
イ
ン
道
路
を
ず
っ
と
季
の
庭
の
奥
の

方
ま
で
整
備
し
、
枝
線
も
所
々
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。

草
津
原
に
つ
い
て
も
傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
町
道
で
あ

る
以
上
は
補
修
も
か
け
て
い
く
。
膨
大
な
距
離
が
あ
る
の

で
、
年
次
計
画
で
行
う
以
外
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
2　

道
路
に
穴
が
開
き
そ
の
補
修
対
応
等
に
つ
い
て

　

町
内
の
道
路
は
経
年
劣
化
に
よ
り
損
傷
が
激
し
い
部
分
が

あ
る
。
役
場
に
連
絡
を
し
て
も
、
中
々
修
理
を
し
な
い
な
ど

聞
く
こ
と
が
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
今
ま
で
ど
の
様

な
対
応
を
し
て
き
た
の
か
。
同
じ
箇
所
で
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
時
、「
い
つ
頃
工
事
が
出
来
る
の
か
」
予
定
で
か
ま

わ
な
い
の
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
欲
し
い
。

町
長　

急
破
補
修
は
、
現
在
、
土
木
課
の
職
員
が
１
名
が

専
任
で
対
応
。
週
に
一
度
、
町
道
の
見
回
り
を
行
い
、
道

路
や
側
溝
な
ど
の
不
具
合
箇
所
を
確
認
し
た
際
は
、
随
時

補
修
を
行
い
、
町
民
か
ら
の
通
報
に
対
し
て
も
、
現
地
を

確
認
し
、
速
や
か
な
補
修
を
心
が
け
て
い
る
。
補
修
箇
所

を
把
握
し
、
ま
と
め
て
補
修
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
時

に
役
場
に
連
絡
し
て
も
中
々
穴
を
埋
め
な
い
、
と
の
印
象

を
与
え
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
町
民
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
に
は
、
可
能
な
範
囲
で
補
修
予
定
を
知
ら
せ
る
よ

う
努
力
し
た
い
。

Ｑ
2　

道
路
融
雪
に
つ
い
て

　

２
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た
り
、
群
馬
銀
行
前
～
ホ
テ
ル
櫻
井
ま

で
の
上
り
区
間
に
お
い
て
融
雪
が
効
か
な
く
圧
雪
状
態
に
な

り
、
ス
リ
ッ
プ
を
起
こ
し
渋
滞
が
多
発
し
て
い
る
の
を
多
く

目
に
す
る
。
通
り
が
か
り
の
町
民
が
、
車
を
押
し
た
り
、
後

続
の
車
を
誘
導
す
る
な
ど
の
光
景
を
目
に
し
た
。
こ
の
区
間

は
昭
和
56
年
に
敷
設
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
経
年
劣
化
に
よ
る

も
の
で
融
雪
が
効
か
な
い
と
推
測
で
き
る
。
現
在
、
町
内
に

敷
設
さ
れ
て
い
る
融
雪
設
備
の
点
検
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は

ど
う
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
観
光
客
が
安
全
に
過
ご

し
、事
故
無
く
お
帰
り
い
た
だ
け
る
事
が
大
切
だ
と
思
う
が
。

町
長　

融
雪
シ
ー
ズ
ン
に
入
る
前
に
、
通
水
及
び
エ
ア
抜

き
作
業
・
各
ポ
ン
プ
室
で
の
試
運
転
な
ど
を
行
い
、
シ
ー

ズ
ン
中
は
、
ほ
ぼ
毎
日
運
転
状
況
を
確
認
し
、
10
日
に
一

度
は
熱
交
換
器
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
降
雪
時
に
は
現

地
で
融
雪
状
況
を
確
認
し
、
溶
け
に
く
い
箇
所
が
あ
れ
ば

バ
ル
ブ
調
整
や
エ
ア
抜
き
を
行
う
な
ど
随
時
対
応
し
て

い
る
。
指
摘
の
箇
所
は
、
道
路
融
雪
の
初
期
の
施
設
で

あ
り
、
建
設
か
ら
40
年
が
経
過
し
、
現
在
の
施
設
の
よ
う

に
、
細
や
か
な
調
整
が
で
き
な
い
た
め
、
溶
け
に
く
い
箇

所
を
局
所
的
に
調
整
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
今
シ
ー
ズ

ン
も
何
と
か
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
ご
理
解
を
。
40
年
が
経
過
す
る
と
、
パ
イ
プ
の

中
に
ス
ケ
ー
ル
が
溜
ま
る
。
特
に
温
泉
に
浸
か
っ
て
い
る

所
は
。
永
久
に
そ
の
性
能
が
発
揮
で
き
る
事
は
な
い
。
現

地
計
画
で
ダ
メ
な
と
こ
ろ
は
部
分
的
な
取
り
換
え
も
考

え
て
い
き
た
い
。

有坂 太宏　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12
安
齋
　
　
努

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

小
林
　
純
一

金
丸
　
勝
利

中
澤
　
康
治

湯
本
　
晃
久

中
澤
　
広
夫

宮
崎
　
公
雄

宮
﨑
　
謹
一

草津町監査委員の選任に関する同意 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
草津町固定資産評価審査委員会委員の選任に関する同意 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
草津町教育委員の任命に関する同意 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町一般会計歳入歳出決算認定 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ―
R ３　草津町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町介護保険特別会計歳入歳出決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町前口簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町水道事業会計決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町温泉温水供給事業会計決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ３　草津町千客万来事業会計決算認定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
職員の育児休業等に関する条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
草津町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
草津温泉熱乃湯の設置及び管理に関する条例の一部改正 11 9 1 可 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ４　草津町一般会計補正予算 (第６次 ) 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ―
R ４　草津町国民健康保険特別会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ４　草津町公共下水道事業特別会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ４　草津町温泉温水供給事業会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
R ４　草津町千客万来事業会計補正予算（第４次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
建設工事事業委託に関する協定の締結 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
【発議】草津町議会議員定数条例の一部改正 11 6 4 可 × × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ―

議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果

可…可決　否…否決　〇…賛成　×…反対　議長は採決に加わらない為「―」で表示しております。
※R４＝令和４年度R３＝令和３年度

【９月定例会】

草津町索道旅客運送条例の一部改正 11 7 3 可 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ―
R ４　草津町一般会計補正予算 (第５次 ) 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ―
R ４　草津町千客万来事業会計補正予算（第３次） 11 8 2 可 ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ―
【承認】専決処分事項　R４　草津町一般会計補正予算 (第４次 ) 11 9 1 可 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

【７月２６日臨時会】

視聴方法
　（下記のいずれかの方法でご覧ください）

○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（https://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○草津町役場ホームページ
　（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）
　のトップページから
　「草津町議会」→「本会議中継録画配信」
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

◆広報委員会／委員長　市川祥史・副委員長　湯本晃久・委員　小林純一　安井尚弘　有坂太宏
♦発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191

議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます 議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに議会で
話し合われている内容を、インターネットを通しご自宅でご
覧いただけます。


